
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア ン ケ ー ト に ご 協 力 

あ り が と う ご ざ い ま し た。 
 

 

工場事業者アンケート 
アンケート実施概要 

 

アンケート結果の概要 

・工場の敷地面積について、100 ㎡未満の事業所が

41.9%を占めています。1,000 ㎡以上の事業所は 6.5％

で、42 箇所ありました。 

・土地の所有形態は、借地している事業所が 60.0%あり

ました。 

・工場を操業するにあたって、周辺の住民に配慮してい

る事業所は、78.0%ありました。 

・配慮している項目は、「騒音」が一番多く 35.0％、つい

で「交通（道路をふさぐ等）」が 13.7％でした。 

・住民から苦情を受けたことがある事業所は、14.7%あり

ました。 

・工場移転を考えたり希望している事業所は、約 25％あ

りました。 

 

アンケート結果 

 

5 人未満の事業所が約半数を占めています。50 人以

上の事業所は 17 箇所ありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の製造業者で最も多い業種は、「金属製品製

造業」で 29.1%、ついで「各種機械器具製造業」が

13.1%でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦情を受けた際、具体的な対応策の主なものは、「騒

音の減少」が 24 件、「操業時間の変更」が 19 件、「交通

への配慮」が 13 件でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工場を操業するにあたって最も不満が多い項目は、

「受注、販売量が減少している」でした。ついで「用地が

狭い」と「地価や賃料が高い」が多く、工場用地に関する

回答が多いことがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工場の移転先として最も多く回答があったのは、「守

口市」で 52.9%を占めました。多くの事業者が市内での

事業継続を望まれていることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工場移転の跡地については、「地主へ返却」が最

も多く 48.3%、ついで「売却」が 13.6%でした。跡地の

具体的な用途として、「マンション」「倉庫」などの回答

がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民アンケート 
アンケート実施概要 
 

対象者 工業系用途地域内の工場周辺にある住

宅（戸建、集合住宅） 

調査方法 ポスティングによる配布 

郵送による回収 

調査期間 配布 平成 23 年 10 月 12 日～10 月 20 日

回収 平成 23 年 10 月 12 日～10 月 31 日

配布数 3,000 件 

回収数 855 件（回収率 28.5%） 

 

アンケート結果の概要 

・20 年以上現在の住居に住んでいる方が半数以上で、

9 割の方は、今後も住み続けると回答されました。 

・約 4 割の方が周辺に「住環境に影響を及ぼす工場が

ある」と回答されました。しかし、「影響を及ぼす工場が

ない」と回答された方が半数以上おり、周辺に工場が

あっても住環境に影響がないと考える方が多いことが

わかりました。 

・「住環境に影響を及ぼす工場がある」と回答された方

のなかで、苦情を言った経験がある方は、21.2%ありま

した。そのうち、約 6 割の方は、「工場の対応があった」

と回答されています。 

・周辺の工場については、「今のままでよい」と「工場が

増えてもよい」と回答された方が４割以上あり、「悪影響

を与える工場はなくなった方がよい」と回答された方を

上回りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象者 市内の製造業全事業者 

（従業員 1,000 人以上は対象外） 

調査方法 ポスティングによる配布 

訪問による回収 

調査期間 配布 平成 23 年 10 月 4 日～10 月 19 日 

回収 平成 23 年 10 月 20 日～11 月 10 日 

配布数 916 件 

回収数 645 件（回収率 70.4%） 

守 口 市 工 業 実 態 調 査 

アンケート結果の概要報告 

 

工場周辺の住環境向上のためにアンケート 

調査による課題抽出を行いました。     
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アンケート結果 

 

回答者のご家族の人数を年代別に集計しました。今

回の調査範囲では、60～70 代の方が最も多く居住され

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お住まいの理由で最も多いものは、「通勤や通学が

便利」が 31.5%でした。ついで「買い物等日常生活が便

利」が 17.2%でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お住まいの周辺で住環境に影響を及ぼす工場がある

と回答された方のうち、その要因として、最も多かった項

目は「騒音」209 件で、ついで「交通（道路をふさぐ等）」

143 件と「振動」113 件でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住環境の向上を図るために必要と思われる項目につ

いては、「安全な歩行空間の確保」が最も多く 33.7%、つ

いで「公園や緑地の確保」が 22.4%、「道路の拡幅など

交通利便性の向上」が 20.9％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の質問で「住宅と工場が共存していくためのルール

づくり」を選ばれた方は、その内容として「就業時間」、

「道路・交通」、「騒音」に関してのルールづくりを多くあ

げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「工場が今のままか増えてもよい」と回答された理由は、

「守口市の発展に必要だから」が最も多く 35.0％、「就業

の機会が増えるから」が 20.3%、「商業が発展するから」

が 20.1%と続きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の課題 
操業環境整備について 

①  約４割の住民の方は周辺に「住環境に影響を及ぼす

工場がある」と回答しています。このため、既に住宅地

化しているか、あるいは今後、住宅地化が進行する傾

向がある地域等においては、新たな土地利用方針の

検討などが求められます。 

 

②  工場移転跡地の用途転換先としては、マンションなど

があげられており、住宅地化が進行する可能性があ

ることから、工業用地を確保していく必要のある地域

では、土地利用制限などの対策が求められます。 

 

③  工場の移転先としては、「守口市」が半数以上で、交

通の利便性なども支持されており、工業用地としての

利用価値が高いとの評価をされています。このことか

ら、新たに生じた遊休地については、工業用地として

検討する等の方策が有効であると考えます。 

 

④  土地や建物を借りている事業者が多く地価や賃料が

高いことが、工場の操業上の問題となっています。こ

のため、集合型工場の整備を行う等、比較的安価な

賃料で操業環境を確保できる方策等について検討が

求められます。 

 

住環境整備について 

①  住民に影響を及ぼしている項目としては「騒音」、「交

通（道路をふさぐ等）」、「振動」などがあげられている

ことから、工場から発生する騒音や振動を軽減するた

めの取り組みが求められます。 

 

②  ４割弱の方が「悪影響を与える工場はなくなったほう

がよい」と回答しており、住工混在の問題が存在して

います。このため、移転を希望する事業者については、

市内の工場の集積地への移転を促す等の取り組み

が求められます。 

 

 

 

 

③  住民の要望としては、「安全な歩行空間の確保」や

「道路の拡幅」など、主に道路に関するものが多く、物

資の搬出入時に道路を専用してしまうことなどに対す

る不満が多いと見受けられます。このため、生活道路

として安全で使いやすい道路整備の取り組みが求め

られます。 

 

④  その他、住民の要望としては、「公園や緑地の確保」

が多くあげられていることから、緑化を推進する取り組

みが求められます。 

 

住民と事業者の相互理解促進 

①  事業者は住民とのコミュニケーションについて配慮し

ており、住民も「住宅と工場が共存していくためのル

ールづくり」を要望しています。このため、「就業時間」、

「道路・交通（物資の搬出入）」などについて、住民と

事業者との話し合いやルールづくり等を促進する取り

組みが重要と考えられます。 

 

②  住民と事業者とのコミュニケーションが必要であるとの

意見が多くあげられています。このため、住民と事業

者の相互理解を深めるため、工場見学等、イベントの

開催を促進する等の取り組みが必要と考えられます。 

 

企業と住民が共生できる環境づくり 

①  回答者のご家族は、60～70 代の方が最も多く、工場

周辺地域でも高齢化が進んでいます。将来の担い手

の確保は、重要な課題であり、若い世代の定住化の

促進を図る取り組みが求められます。 

 

②  工場があってもよいと回答された方の理由としては、

市の発展に必要だからとする回答が多く見受けられ

ました。また、多くの住民は、現在の住居に長くお住

まいで、近い将来に転居の予定のある方は、少数に

とどまりました。このことから、企業の積極的な誘致や

市外流出の防止を図るとともに、「企業と住民が共生

できる環境づくり」に向けた取り組みが重要と考えられ

ます。 

回答者の家族 
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